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〈論文〉
継続する絆をつなぐ宗教的資源
―東日本大震災の被災者支援の現場から―
谷 山 洋 三
1.　継続する絆
フロイトを出発点とする精神医学においては、故人との執着が病理的に捉
えられ、故人を忘れることが勧められていた。ところが近年のグリーフケア
研究では、これは必ずしも効果的ではなく、むしろ故人との「絆」が続いて
いて、その繋がりを再構築するべきだ、という理解が広がっている。そのな
かでも、Dennis Klass が提唱した「継続する絆（continuing bonds）」とい
う概念は、日本人の宗教行動がモデルになっている（ベッカー 2012: 208）。
Klass（1996）が注目した点を要約すると次にようにまとめられる。
・仏壇や位牌を大切にし、あたかもそこに故人が存在するかのように振舞
う行動がみられる。
・墓参でも同様の行動がみられる。
・お盆には、故人の「たましい」を家に招き、数日逗留してもらってから
見送る。
このような行動が、死者との絆を維持し、死者との関係を健全に再構築する
ことに役立つという。
本研究では、東日本大震災後の被災者支援活動に見られた、位牌、数珠、
地蔵などの宗教的資源を活用したグリーフケアのアプローチを紹介し、死別
を経験した人たちにとっては、このような宗教的なアプローチが公共空間に
おいても継続する絆をつなぐ方法になりうることを示したい。
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2.　「心の相談室」
2011 年 3 月 11 日、東日本大震災の発災後、仙台仏教会有志は仙台市営
斎場での読経ボランティア活動について検討を始めた。3 月 15 日に仙台市
担当者と火葬場での読経について協議し、17 日に読経ボランティア活動が
開始された。宗教的トラブルを避けるためのマニュアルを作成し、宗派に応
じて無償で読経した。その後、3 月末に仙台仏教会、仙台キリスト教連合、
宮城県宗教法人連絡協議会が協力して「心の相談室」が設立された。「心の
相談室」は宮城県宗教法人連絡協議会の事業として、4 月 4 日から仙台市営
葛岡斎場での相談活動を開始、キリスト教、仏教、神社本庁の相談員が待機
し、その後天理教、立正佼成会の相談員も加わった。すなわち、斎場 1 階
の炉前には前月から読経（及び祈り）の受付ブースが置かかれていたのだ
が、それに加えて 2 階に心の相談ブースが設置された。
斎場での活動が許可されたのは 4 月末までだったため、その発展的展開
として 5 月からは宗教者、医療者、グリーフケアの専門家、宗教学者が加
わり、新生「心の相談室」が誕生した1）。これ以後は、事務局は東北大学大
学院文学研究科宗教学研究室に置かれた。室長は、医療法人社団爽秋会理事
長の岡部健医師、室長補佐は仙台キリスト教連合被災支援ネットワーク（東
北ヘルプ）事務局長の川上直哉牧師、事務局長は東北大学宗教学研究室主任
教授の鈴木岩弓教授が就任した。
「心の相談室」は、超宗教超宗派の立場から、スピリチュアルケアに基礎
をおきつつ、「弔いとグリーフケア」を活動の中心に据えている。また、宗
教者同士の連携だけではなく、医療福祉心理などの専門職との連携を見据
えていることも、関係団体や賛同者の顔ぶれから推測できる。岡部室長が
2012 年 9 月 27 日に逝去した後も、組織改編をしつつ現在（16 年 1 月 1 日
時点、以下同様）でも活動を継続している。極めてユニークで、先進的な活
動である。具体的な活動としては、次の 5 点がある。
（1）講演会
（2）弔い
（3）移動傾聴喫茶カフェ・デ・モンク
（4）電話相談
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（5）ラジオ版カフェ・デ・モンク
これらのうち（3）移動傾聴喫茶カフェ・デ・モンクは、避難所、仮設住
宅集会所、災害復興住宅集会所などで実施されてきた、傾聴カフェである。
11 年 5 月 15 日の南三陸町の避難所を始め、主に石巻市内を中心にして、
現在まで 150 回以上開催されている。（5）ラジオ版カフェ・デ・モンクは、
地元の FM ラジオ局の番組枠を買い取り、地元で最も有名なパーソナリティ
である板橋恵子氏が司会を務め、毎回各界の著名人や、被災地での活動者を
ゲストに招いた 30 分番組である。合計 106 回放送され、その内容は「心の
相談室」のホームページで視聴できる2）。同じ「カフェ・デ・モンク」を名
乗っているのは、傾聴移動喫茶で直接会うことのできない被災者のために、
形は違えども少しでも雰囲気を味わってもらおうという思いがあったため
である。なお、（4）電話相談については、別稿で詳しく述べている（谷山・
森田 2016）。
3.　傾聴移動喫茶カフェ・デ・モンク
カフェ・デ・モンクを主宰する金田諦應住職は、宮城県北部（内陸部）の
栗原市内の曹洞宗通大寺の住職である。栗原市は、2008 年 6 月 14 日に発
生した岩手・宮城内陸地震で震度 6 強の被害を受けており、東日本大震災
では震度 7 を記録している。金田住職は、2009 年から自殺防止活動に参画
していたため、地元では行政との関係も築いていた。東日本大震災の発災後
は、県北部沿岸部の火葬場が機能停止に陥ったため、栗原市内の火葬場に遺
体が移送されることになった。金田住職は火葬場での読経ボランティアを始
めるべく、関係者と協議し、3 月 19 日に許可された（金田 2012: 12）。
その後、4 月 28 日は 3 月 11 日に亡くなった方々の四十九日の当たるた
め、僧侶だけでなく牧師も連れ立って、南三陸町での鎮魂行脚を行った。さ
らに、「火葬場での読経ボランティア・鎮魂行脚に関わった僧侶、それを
支援してくれた仲間と移動傾聴喫茶『Café de Monk』が始まった」（金田 
2012: 13）。ほぼ同時期に「心の相談室」に合流している。この喫茶店の
テーマは、次のようにボードに掲げられている（金田 2012: 13）。
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「Café de Monk」はお坊さんが運営する喫茶店です。Monk は英語でお
坊さんのこと。もとの平穏な日常に戻るには長い時間がかかると思いま
す。「文句」のひとつも言いながら、ちょっとひと息つきませんか？　
お坊さんもあなたの「文句」を聴きながら、一緒に「悶苦」します。
筆者も、最初期からではないが、比較的初期からこのカフェに時々参加し
てきた。はじめのうちは避難所の庭先、つまり屋外での活動だったが、木製
のテーブルや椅子、その上に置かれたクロスや生花、音楽とお香、無料で提
供されるコーヒーやケーキも、普通の喫茶店かそれ以上のクオリティを保っ
たこだわりが見られた。数ヶ月間も避難所での生活を送ってこられた被災者
にしてみると、一瞬であっても発災前の日常を取り戻したような思いになれ
たのではないかと想像する。
カフェの場で話される話題や雰囲気は、必ずしもカウンセリング的なもの
ではなく、また宗教的なものでもない。お説教を依頼されても、できるだけ
上手に躱して、どうしても断りきれないような時でも最小限にとどめた。む
しろその場の雰囲気は、日常のおしゃべり、地元の言葉を使えば「お茶っこ
のみ」のようなものであった。もちろん、中には辛く厳しい経験を吐露され
る方もいたので、その時には僧侶や牧師は一生懸命傾聴する。しかし、その
ような話題だけでなく、別のテーブルでは笑い声が聞こえるなど、自由に
話ができる場になっていた。筆者が初めて参加したのは、11 年 6 月 12 日、
石巻市郊外の漁村にある峰耕寺でのカフェだったが、避難所になっているそ
のお寺で暮らす年配の女性が「あぁ、こんなに笑ったのは久しぶりだ」と
言っていた。私たちの支援活動への感謝のしるしとして、漁師をしている男
性がバケツいっぱいのシャコをご馳走してくれた。
夏になると、多くの方が避難所から仮設住宅に移り住むようになり、カ
フェの開催地も仮設住宅の集会場にシフトしていった。時には、岩手県や福
島県まで足を延ばすこともあったが、主な開催地は宮城県石巻市で、特に市
内最大の仮設住宅「団地」となった開成地区では最も頻回に開催されてい
る。開成地区は、本来は商業団地として造成され、たまたま広い区画がいく
つも空いていたために、多くの仮設住宅が建てられたようだ。商業施設の中
には結婚式場もあり、11 年 12 月 20 日には、僧侶と牧師が協力して、「ク
リスマス・ランチ・パーティ」が開催され、100 名以上が参加した。
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筆者もこのパーティに僧侶と
して参加した。この時には、希
望者に腕輪数珠が配布されたの
だが、たまたまそのブースの近
くにいた筆者は金田住職ととも
に、その数珠を配布する係と
なった。金田住職からの指示
で、単なる手渡しではなく、一
人一人に対して「何か願い事が
ないか」尋ね、数珠を相手の腕
にはめて、自分の手を添えてそ
の願いを数珠に込める、という
仕草を実施した。地元では新し
い仏壇を購入したときに、「芯
入れ」と呼ばれる入魂式を行う
のだが、それに準じて「芯入
れ」をしながら数珠を手渡す、
ということだった。参加者のほ
写真 1　クリスマス・ランチ・パーティで被災者
に数珠を手渡す筆者（撮影：東北ヘルプ）
とんどが数珠を希望したため、大行列になったのだが、「芯入れ」をする中
には、嬉しそうに満面の笑顔になる方（写真 1）や、涙を流して喜んでくれ
る方もいた。
2014 年以降は少しずつ復興住宅が増えてきたので、復興住宅の集会所で
カフェが開催されることもあった。また、2012 年に始まった東北大学実践
宗教学寄附講座主催の臨床宗教師研修の実習も受け入れているため、全国か
ら参加した修了者が、地元に戻ってカフェ・デ・モンクを開催するケース
が増えている。現在では、傾聴僧の会（京都市内のレストラン）、九州臨床
宗教師会（熊本市内のルーテル教会）、関西臨床宗教師会（大阪市内の救世
軍教会）、沼口医院メディカルシェアハウス・アミターバ（大垣市内のクリ
ニック付属施設）、浦河ひがし町診療所・曹洞宗法光寺（北海道えりも町立
交流館）、東京都内でも実施されている。
被災地である宮城県で始まった活動が、全国各地に広がっている。ただ
し、「元祖」である宮城での活動と、それ以外の各地での活動には大きな違
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いがある。それは、前者が「被災者」を対象にしているのに対して、後者は
あまり対象を限定せずに「市民」を対象にしている点である。もう一つは、
前者では、要望に応じて位牌、数珠、地蔵などが配布されるのに対して、後
者では必ずしもそのような宗教的なアイテムが配布されない、という点であ
る。後者では、教会や寺院を会場にしたり、あえて宗教服を纏うなどして宗
教者であることを明確にしている。
次節以降では、宮城のカフェ・デ・モンクで配布されてきた、位牌、数
珠、地蔵の配布が始まった経緯を確認し、その意義について考察したい。
4.　位牌、数珠、地蔵
金田住職が主宰する宮城のカフェ・デ・モンクは、11 年 5 月から始まっ
ているが、夏頃までは宗教的なアイテムといえるものは雰囲気作りとして焚
かれる線香ぐらいであった。金田住職は、カフェでは「曹洞宗通大寺住職」
とは名乗らず、「ガンジー金田」というニックネームを使用している。他の
スタッフも同様である。僧衣も纏わず、あえて僧侶であることを主張しない
のは、公共性への配慮である。他の宗教系団体も配慮している点であるが、
現代日本社会では、公共空間に宗教者が宗教者として振舞うことについての
是非が問われることがある。カフェ・デ・モンクも、「心の相談室」も、宗
教協力を前提とし、布教伝道を目的としていない。カフェは僧侶中心である
が、時々牧師や神職が参加することがある。このように宗教色を薄めたり、
もしくは宗教協力によって中和することで、宗教者による公共空間での活動
にクレームがつかないように配慮してきたのである。
ところが、9 月になると香川県の浄土真宗本願寺派の寺院から、支援物資
として位牌が一千個も送られてきた3）。報道でも散見されたように、瓦礫撤
去においても自衛隊員などが位牌だけは廃棄しないように気をつけていた。
また、位牌は死者の依り代のように扱われており、地震が収まった後、仏壇
から位牌を持ち出すために自宅に戻ったために、津波に飲まれてしまった方
が数多くいたことも知られている。それほどに、特に東北沿岸部の被災地で
は、位牌は大切な存在なのである。位牌を失くした方、見つかったにしても
傷ついていたりすると、新しい位牌を求めなくてはならない、しかし、衣食
住にも困るような状況では、仏具屋さんに行くことも困難であった。そのた
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めか、カフェ・デ・モンクで
未記名の位牌を並べたとこ
ろ、時々それを希望する人が
現れた。金田住職としては、
単に位牌の修復のためだけで
はなく、カフェのコーナーと
して位牌を飾ることで、亡き
人についての話題が出やすく
なるという。
数珠、とはいっても腕輪数
写真 3　布地蔵（撮影：谷山洋三）
写真 2　手のひら地蔵と腕輪数珠（撮影：金田諦應）
珠だが、11 年 9 月には数珠も配布されるようになった。京都の数珠組合か
ら、全日本仏教会を経由して三百個ほどの数珠を送られ、その後二千個追加
されている。これも希望者に配布することになった。先に述べたクリスマ
ス・ランチ・パーティでの数珠もこれである。その後、在庫がなくなると、
ビーズで手作りするようになった（写真 2）。12 年 5 月からである。百円
ショップで販売されているビーズと、伸縮する糸、それに僧侶たちが使用し
ていた切れ落ちた数珠の玉を少しだけ追加して、カフェに参加した人たちが
自分でデザインして作る、という時間が設けられた。もちろん、出来上がっ
た時には「芯入れ」が行われる。
地蔵については、初めは宮城県南部在住の芸術家が、石を削ってできた高
さ 8cm ほどの地蔵を送ってくれた。11 年
12 月前後のことのようだ。これも希望者
に配布され、人気を博した。その後、12
年 5 月には栗原市内在住の有志が、粘土
から作って焼成した地蔵を作って提供しは
じめた。さらに同年 7 月には、新潟県の
長岡西病院ビハーラ病棟に入院している末
期がん患者の女性が、手作りの布地蔵（着
物の端切れを縫い合わせたもの、写真 3）
を定期的に数十個送るようになった。同年
11 月には、数珠と同様に、カフェの参加
者が自分で作れるようになった。「手のひ
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ら地蔵」と呼ばれる（写真 2）。粘土をこねて、地蔵の体、頭、耳、鼻など
を形作り、それらのパーツを合わせてくっつけ、最後に彫刻刀の先で目と口
を象るといった具合である。背部に製作者・故人の名前、住所を彫刻刀で書
き入れる。金田住職が一旦持ち帰り、栗原の有志に焼成してもらい、次のカ
フェで会えた時に出来上がりを手渡すことになる。地蔵らしく赤いよだれか
けと、座布団もセットされ、手渡すときには「芯入れ」が行われる。
金田住職によると、このような宗教的なアイテムの配布には、いろいろと
気を遣ってきたという。あくまでも希望者だけを対象にして、押しつけや宗
教的な宣伝という誤解が生じないように、少しずつ周囲の反応を見ながら、
慎重に対応していた。
また、「数珠や地蔵を飾ることで、位牌と同様に故人に関する話や、被災
時の話をするきっかけになる」という。自分で作成するときにも同様だと言
われる。しかし筆者は、それだけではなく、別の作用もあり得ると考える。
トラウマのような出来事は、話すことでそのときの苦悩が再燃してしまうこ
とがある。宗教的なアイテムを自分で作成するときには、話せないことを話
さなくてもいいが、その思いを祈りに変えて昇華することもできるのではな
いかと思う。例えるならば、千羽鶴を折るような心境に近いのではなかろう
か。
5.　弔いのために
位牌、数珠、地蔵はどのような目的に用いられているのだろうか。カ
フェ・デ・モンクで出会った方々の言葉を正確に記録してはいないのだが、
筆者の印象としては次のように感じられる。
位牌については、かつて誰かが亡くなり、一度は位牌を作ったものの、そ
れを修復・再生することを目的として、支援物資である位牌を望むのである
から、故人の存在が不可欠であり、明らかに故人を意識していると言えよ
う。
数珠については、故人を意識して「うちは 3 人亡くなっているから、数
珠は 3 つ欲しい」という方もいるが、健康、長生きなど現世利益を願って
芯入れをすることも少なくない。稀なケースだが「孫が幽霊を見て怖いとい
うので、このお地蔵さんをもたせたい」と願う人もいた。腕輪数珠というも
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の自体、震災前から「パワーストーン」のようにお守りのように扱う風潮が
あり、カフェ・デ・モンクでもそれと同様の意味づけをする人も少なくな
い。しかし、単なる「ブレスレット」では効果がなく、「数珠」だからこそ
お守りになり得るのであろう。このようなケースもあった。
「和尚さん、私はこのブレスレットを（ショッピングセンターで石を買っ
て）自分で作ってきたんだけど、このままだとただのブレスレットだから、
芯入れしてくだい」と依頼されて、筆者が芯入れをしたことがある。芯入れ
をしたことによって、その人にとっては「ブレスレット」から「数珠という
お守り」に変化したのであろう。
地蔵については、粘土から自作したものについては、故人の名前を刻んで
いることが多く、明らかに故人を意識している。亡くなった犬や猫の顔をし
た地蔵も時折見受けられる。布地蔵については、故人を思って仏壇に供える
人もいるのだが4）、他方で故人を意識しているとは限らない例もある。例え
ば「かわいいお人形さん」といって所望する人の場合は、もちろん地蔵をモ
チーフにしていることは理解しているのだが、弔いの意識は薄いだろう。ま
た、数珠と同様に「幽霊よけ」を目的としているケースもあった。
このように、位牌については故人の存在が前提となり、まさに弔いのため
に用いられていると言えるが、数珠と地蔵については、すこし広がりがあ
り、故人を意識しているケースだけでなく、お守りや幽霊対策として用いら
れることもある。
なお、カフェの参加者の中には「私は神道だからいりません」という人も
いるため、金田住職は押し付けにならないように配慮し、希望者だけに配
布・作成している。
さて次節以降では、故人を意識して用いられる位牌、数珠、地蔵といった
宗教的アイテムの意義について考察しよう。つまり、特定の教義的信仰を意
識したものなのか、それとも習俗的なものなのか、ということである。被災
者の思いを確認することでそのことを明らかにすることもできるが、筆者の
経験だけでは心許ない。そこで主体を替えて、ケアを提供する側の視点か
ら、スピリチュアルケア、宗教的ケアのアプローチの違いを巡って、宗教的
アイテムの意義を考察してみたい。
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6.　宗教的資源の活用
宗教的資源の活用とは、スピリチュアルケアと宗教的ケアの、具体的なケ
アの方法としての共通点、もしくは共通領域に位置する。スピリチュアルケ
アはケア対象者中心のアプローチが基本であり、代表的な方法として傾聴が
ある。宗教的ケアはケア提供者の専門知識や経験が不可欠であるため、ケア
提供者中心であり、代表的なアプローチとしては教えを説くこと、教化があ
る。
両ケアは、ケア対象者のニード、要望に即していることが基本であり、宗
教的ではないものを含めて様々な価値観や世界観を、ケア対象者とケア提供
者が共有することによってケアが成立する。スピリチュアルケアではケア提
供者がケア対象者に寄り添い、宗教的ケアではその逆になる。
両ケアには共通領域があると言われているが、ケアのアプローチ方法に注
目することによって共通領域が明らかになり、筆者はこの領域を「宗教的資
源の活用」と名付けている（図１）。教化までは至らない宗教的行為がここ
に当てはまり、具体的には祈り、読経、宗教に関する情報提供などのアプ
ローチがある。
この図 1 は、A 狭義のスピリチュアルケア（例：傾聴）から、ケア対象
者のニーズに応じて、C（＝ A ∩ B）宗教的資源の活用（例：祈り）に展開し、
図１　スピリチュアルケアと宗教的ケアとその共通領
域としての宗教的資源の活用（谷山、2014）
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さらにケア対象者が入信もしくは信仰の強化を求めている場合には、B 狭義
の宗教的ケア（例：教化）に至る、というプロセスを示している。
“祈り”には読経を含めて様々な方法がある。宗教的行為であるが、祈り
によって癒しがもたらされるだけで、入信に至るとは限らない。
例えば、C に当てはまるものとして寺社教会の観光がある。観光客は、そ
の場所が宗教施設であることを理解して訪れる。JTB の調査（2013）では、
観光で寺社教会に行くのだから、主な目的は建築物・美術品・庭・景色の鑑
賞、そして食事やお土産である。それでも、「癒された」「元気が出た」とい
う回答を合わせると 50％になる。純粋に信仰のために寺社に訪れたと判断
できる回答は 4％しかない。つまり観光客の多くは、さきほどの図でいうと
ころの、B［狭義の宗教的ケア］を求めているのではなく、C［宗教的資源
の活用］による癒しを求めているのであろう。
前節では、位牌、数珠、地蔵といった弔いに関係しやすい宗教的アイテム
について述べた。しかし、宮城のカフェ・デ・モンクには、これら以外に宗
教的資源というべきものがある。坊主頭と作務衣である。
金田住職は、作務衣とはいえ、基本的には上着だけを作務衣にして、下は
普通のズボンをはくことが多い。寒い時期にはマフラーを巻くので、かなり
着崩した格好である。他の僧侶も、黒・紺以外の作務衣を着ている者もいれ
ば5）、お参りの途中なのか僧衣を着ている者もいる。ただし、カフェに度々
参加する曹洞宗、真言宗の僧侶たちは、坊主頭であり、ここを隠すことはで
きない。
宮城以外のカフェ・デ・モンクの例として、熊本では僧侶は僧衣を纏い、
牧師がローマンカラーのシャツを着ることがある。カフェに参加する人たち
は、お互いに初対面であることが多いため、目じるしとして宗教服を纏い、
宗教的資源として活用していると言える。なお、熊本のカフェに参加する僧
侶の多くが浄土真宗であり、坊主頭ではない。黒い僧衣がないと、宗教者と
して見てもらえないのであろう。
7.　故人との絆をつなぐもの
冒頭に示したように、仏壇、位牌、墓などは故人との継続する絆をつなぐ
宗教的アイテムの代表例である。カフェ・デ・モンクでも、位牌が支援物資
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として配布され、数珠や地蔵も故人との絆を意識して用いられていることが
ある。ただし、ここでの課題は公共空間での活動にそれらを用いることがで
きるかどうか、である。
ケア提供者の立場からは、このような宗教的アイテムをケアに活用すると
いう意図がある。そのアプローチは、スピリチュアルケアと宗教的ケアの共
通領域である宗教的資源の活用という領域に分類されるものである。倫理的
には、ケア対象者の同意が必須であり、押し付けは許されない。
宗教的資源の活用、ということは、狭義の宗教的ケアではないという意味
である。つまり、ケア対象者の教義的信仰を前提としないということであ
る。位牌、数珠、地蔵は明らかに仏教文化に含まれるものであるが、必ずし
も仏教の教義的信仰には結びつくわけではない。位牌は、中国で祖先崇拝と
融合して日本にもたらされたものであり、そもそもインド仏教には祖先崇拝
に関する教えはほとんどない。仏教による祖先崇拝の根拠とされる『盂蘭盆
経』『父母恩重経』は中国で編纂された偽経6）である。数珠は、本来は念仏
などの回数を数えるための道具であり、弔いのためだけに用いられるもので
はない。地蔵には、死者を守護する力があると信じられ、行き倒れや事故現
場などに石像が建立されることがあるが、日本の地蔵信仰に直接つながる地
蔵信仰が本格的に成立・発展するのは古代中国であり、その発展には偽経7）
が果たした役割が大きいとされる（cf. 大島ほか 2001: 595a）。
また、位牌と数珠は日本仏教各宗派で用いられており、地蔵信仰も地蔵盆
など習俗的な慣習を含めればどの宗派でも行われている。浄土真宗は位牌で
はなく法名軸や過去帳を用い、また阿弥陀以外の諸尊を祀ることはないが、
真宗地帯であっても境内・墓地・事故現場・火葬場跡などに地蔵が祀られて
いることがあるように、完全に排除できてはいない8）。
つまり、位牌、数珠、地蔵を特定宗派の教義に結びつけることは難しいと
いうことである。
カフェ・デ・モンクは公共空間で実施されるため、現代日本社会の常識的
判断に従えば、宗教的行為を実施することは難しい。特に特定教団の教義に
基づく布教伝道は不可能と言っていい。実行すれば地元住民などから非難さ
れることが容易に想像できる。しかし、布教伝道を目的とせず、ケア対象者
の了解を得た、習俗的な慣習であれば問題にはならないのではないだろう
か。カフェ・デ・モンクという挑戦的な臨床実践によって、これら三つの条
継続する絆をつなぐ宗教的資源
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件を満たせば実践可能だと確認された、と言うこともできる。
このような宗教的資源の活用は、習俗的な慣習を宗教者（僧侶）が追認す
るということであるが、決して新奇なことではない。前述したように、位
牌、数珠、地蔵は、カフェ・デ・モンクだけではなく、寺院の内外で祖先崇
拝、現世利益、鎮魂慰霊のために用いられてきた歴史がある。カフェ・デ・
モンクでの宗教的資源の活用は、その地域の歴史や文化に根差した習俗的資
源の活用なのである。
8.　まとめ
宗教的資源を活用することは、宗教者もしくは臨床宗教師の得意分野と
言っていいものだが、公共空間では布教伝道を目的とするわけにはいかない
し、その疑義が生じないように配慮しなければならない。
宮城のカフェ・デ・モンクは、東日本大震災の直後という宗教者の社会活
動には必ずしも肯定的ではない時期に始まっていることもあり、宗教性の表
現は控えめである。目的は、「心の相談室」の活動目的から明らかなように、
弔いとグリーフケアである。その目的のため、位牌、数珠、地蔵を効果的に
活用している。
これらの宗教的アイテムは、特定の教義的信仰を前提としたもののように
見えるかもしれないが、実はそうではなく、習俗的なものだと理解できる。
公共空間では宗教性の発揮が困難であるため、金田住職たちは布教伝道の疑
義を避けるべく、特定教団の教義と結びつきにくい習俗的資源を宗教的資源
として活用してケアを提供したと言えよう。そしてここで実施されたアプ
ローチ方法は、ケア対象者とケア提供者が共有している、故人との絆が継続
しているという信念に基づいており、しかもその絆を確認もしくは強化する
ことが意図されている。
継続する絆をつなぐ実際の効果は、被災者のインタビュー等によって証明
されるべきであり、本研究ではそこまで踏み込むことはできない。しかし、
その可能性を示唆することはできたと思う。今後の研究の進展に期待してい
ただきたい。
［謝辞］本研究は、文科省科研費　基盤（C）一般「超高齢社会における『つなが
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註
1） 筆者は「心の相談室」の理事であり実践者でもある。「心の相談室」とカフェ・デ・
モンクに関する情報はその活動経験によるものを含む。
2） http://www.sal.tohoku.ac.jp/kokoro/blog/
3） 香川県の倒産した仏具屋の倉庫に眠っていた位牌を、近くの浄土真宗僧侶が送って
くれたという。なお、浄土真宗では位牌は用いず、法名軸を用いる。宮城県では浄
土真宗は少数派で、特に曹洞宗が一番多い。
4） 『新潟日報』2013 年 3 月 12 日版
5） 曹洞宗では、住職資格のない僧侶の場合、作務衣の色は黒に指定されている。
6） 南アジア起源ではない経典、例えば中国や日本で編纂され、経典としての体裁をも
つものを「偽経」という。
7） 地蔵信仰の根本経典である『地蔵十輪経』は唐代に漢訳されたものだが、『地蔵本
願経』は唐代に中国で編纂されたもの、つまり偽経であり、平安時代に日本で編纂
された『地蔵十王経』『延命地蔵経』も偽経である（大島ほか 2001: 595a-b 参照）。
8） 大阪では夏の地蔵盆で真宗僧侶も読経を行う。川崎市内の真宗寺院には江戸時代か
ら継承されてきた地蔵堂がある。筆者の実家である金沢市内の真宗一色の町内に
は、火葬場跡と交通事故現場に地蔵が建立され、墓地では子供を亡くした場合に主
たる墓石のとなりに地蔵が建てられることがある。
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Forming Continuing Bonds
Between Survivors and the Deceased:
Providing Religious Resources during Disaster Relief
from the Great East Japan Earthquake
by Yozo TANIYAMA
In this article, providing bereavement care through making religious 
resources available in public spaces that help people form continuing bonds 
with the deceased is explained. Soon after the Great East Japan Earthquake, 
some leaders of Buddhism, Shinto, Christianity and New Religions in Mi-
yagi Prefecture cooperated in an attempt to console the souls of both the 
victims and the survivors. One of their relief projects was called ‘Café de 
Monk’, which is a mobile café managed by a Soto Zen monk and his friends 
from various denominations of Buddhism and other religions. They delivered 
ihai (mourning tablets), short juzu (prayer beads) and palm-sized jizo (Ksiti-
garbha Bodhisattva) statues to survivors who wanted them. Ihai, juzu and 
jizo are popular items in Japanese Buddhist folk culture and commonly used 
by Japanese people of any Buddhist denomination, so distributing them did 
not propagate any specific doctrine. The café staff is not aiming to prosely-
tize the participants in this public space. Instead, they have utilized these folk 
items as religious resources for the participants to help them form continuing 
bonds with the deceased. 
